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(57)【要約】
【課題】処置具挿通チャンネルのチャンネル接続パイプ
への固定部に隣接する非固定薄肉部分が、処置具の通過
の繰り返し等によって変形、劣化しない耐久性の優れた
内視鏡の処置具挿通チャンネル接続部を提供すること。
【解決手段】操作部１の外面に配置された処置具挿入口
４の底部から操作部１内に滑らかに曲がって配置された
剛性パイプよりなるチャンネル接続パイプ１４の先端部
分に、可撓性チューブよりなる処置具挿通チャンネル３
の基端の径をテーパ状に押し広げた状態で接続固定する
チューブ固定部材１５，１６，１７が設けられた内視鏡
の処置具挿通チャンネル接続部において、処置具挿通チ
ャンネル３の、チューブ固定部材１５，１６，１７で固
定された部分に隣接する非固定部分であってチューブ固
定部材１５，１６，１７の影響により径が広げられて薄
肉になっている部分Ａの周囲を、可撓性のある補強管材
２０によって囲んだ。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】操作部の外面に配置された処置具挿入口の
底部から上記操作部内に滑らかに曲がって配置された剛
性パイプよりなるチャンネル接続パイプの先端部分に、
可撓性チューブよりなる処置具挿通チャンネルの基端の
径をテーパ状に押し広げた状態で接続固定するチューブ
固定部材が設けられた内視鏡の処置具挿通チャンネル接
続部において、
上記処置具挿通チャンネルの、上記チューブ固定部材で
固定された部分に隣接する非固定部分であって上記チュ
ーブ固定部材の影響により径が広げられて薄肉になって
いる部分の周囲を、可撓性のある補強管材によって囲ん
だことを特徴とする内視鏡の処置具挿通チャンネル接続
部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の処置具
挿通チャンネル接続部に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の処置具挿通チャンネル接続部は
一般に、図４に示されるように、操作部９０の外面に配
置された処置具挿入口９１の底部から操作部９０内に滑
らかに曲がって配置された剛性パイプよりなるチャンネ
ル接続パイプ９２の先端部分に、可撓性チューブよりな
る処置具挿通チャンネル９３の基端が接続固定されてい
る。
【０００３】処置具挿通チャンネル９３をチャンネル接
続パイプ９２に固定する接続テーパ管９４は、処置具挿
通チャンネル９３がチャンネル接続パイプ９２に対して
強固にしかも気密に固定されるように、処置具挿通チャ
ンネル９３の基端部分の径をテーパ状に押し広げた状態
で外周面から押圧固定している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】上述のように、処置具
挿通チャンネルの基端部分の径をテーパ状に押し広げて
固定すると、処置具挿通チャンネル９３は、接続テーパ
管９４により固定された部分に隣接する非固定部分Ａ
が、接続テーパ管９４の影響により径が広げられて薄肉
になる。
【０００５】そのため、滑らかに曲がっているチャンネ
ル接続パイプ９２を通過することにより側方への力が付
勢された処置具１００の先端が非固定薄肉部分Ａに当接
することが繰り返されることにより、処置具挿通チャン
ネル９１がその部分で次第に変形して座屈や穿孔が発生
してしまう場合がある。
【０００６】そこで本発明は、処置具挿通チャンネルの
チャンネル接続パイプへの固定部に隣接する非固定薄肉
部分が、処置具の通過の繰り返し等によって変形、劣化
しない耐久性の優れた内視鏡の処置具挿通チャンネル接
続部を提供することを目的とする。
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【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の処置具挿通チャンネル接続部は、
操作部の外面に配置された処置具挿入口の底部から操作
部内に滑らかに曲がって配置された剛性パイプよりなる
チャンネル接続パイプの先端部分に、可撓性チューブよ
りなる処置具挿通チャンネルの基端の径をテーパ状に押
し広げた状態で接続固定するチューブ固定部材が設けら
れた内視鏡の処置具挿通チャンネル接続部において、処
置具挿通チャンネルの、チューブ固定部材で固定された
部分に隣接する非固定部分であってチューブ固定部材の
影響により径が広げられて薄肉になっている部分の周囲
を、可撓性のある補強管材によって囲んだものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は内視鏡の全体構成を示しており、操作
部１の下端に連結された挿入部２内には、例えば四フッ
化エチレン樹脂チューブからなる処置具挿通チャンネル
３が全長にわたって挿通配置されていて、処置具挿入口
４は操作部１の下端付近の外面に斜め上方に向けて突設
され、処置具突出口５は挿入部２の先端に開口してい
る。
【０００９】図１は、処置具挿入口４から処置具挿通チ
ャンネル３の基端周辺に至る部分を示しており、処置具
挿入口４が形成された処置具挿入口金１１の底部に連な
る分岐部材１２には、吸引チューブ１３が側方から接続
されている。
【００１０】また、分岐部材１２には、処置具挿入口金
１１の軸線と連続する方向にチャンネル接続パイプ１４
が連結、固着されている。チャンネル接続パイプ１４
は、例えばステンレス鋼管からなる剛性パイプであり、
先端が挿入部２の方に向くように滑らかに曲げられた状
態で操作部１内に配置されている。
【００１１】チャンネル接続パイプ１４の先端に固着さ
れた接続テーパ管１５は、先端部分の外径が処置具挿通
チャンネル３の基端部分の内径より大きくて、そこから
基端側に漸次太くなるテーパ管状に形成されている。
【００１２】したがって、処置具挿通チャンネル３の基
端に接続テーパ管１５が差し込み接続されると、接続テ
ーパ管１５によって処置具挿通チャンネル３の基端部分
の径がテーパ状に押し広げられた状態になる。
【００１３】１６は、処置具挿通チャンネル３の基端部
を接続テーパ管１５のテーパ面に押圧するテーパ短筒で
あり、螺合環１７を接続テーパ管１５に螺合させること
によりテーパ短筒１６がチャンネル接続パイプ１４側に
押され、それによって、処置具挿通チャンネル３の基端
部がテーパ短筒１６と接続テーパ管１５のテーパ面との
間に挟み込まれた状態に固定される。
【００１４】また、処置具挿通チャンネル３の固定部分
の先側に隣接する非固定部分は、固定部の影響により処
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置具挿通チャンネル３の径が広げられて薄肉になってお
り、その非固定薄肉部分Ａからその先側の広げられてい
ない部分にわたる部分を囲んで、処置具挿通チャンネル
３の変形が拡大するのを防止する補強管材２０が取り付
けられている。
【００１５】補強管材２０は、処置具挿通チャンネル３
の外面にほぼ密着する程度の太さの、例えば四フッ化エ
チレン樹脂チューブ等のような可撓性チューブによって
形成されており、その基端は、螺合環１７の先側に延出
形成された細筒状部１７ａに被嵌固定されている。
【００１６】このような構成により、処置具挿通チャン
ネル３の非固定薄肉部分Ａは、固定部分の影響により径
が広げられて薄肉になっているが、外面側から補強管材
２０によって補強されているので変形し難い。
【００１７】その結果、処置具挿入口４から差し込まれ
た処置具１００の先端が非固定薄肉部分Ａに当接するこ
とが繰り返されても、その部分での処置具挿通チャンネ
ル３の変形は小さく、座屈や穿孔が発生しない。
【００１８】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば補強管材２０は、図３に示されるよ
うにステンレス鋼線材等を一定の径で巻いた可撓性コイ
ルパイプ等により形成してもよく、或いは可撓性のある
接着剤等を処置具挿通チャンネル３の外周面に塗布して
補強管材２０としても差し支えない。
【００１９】
【発明の効果】本発明によれば、処置具挿通チャンネル
の、チューブ固定部材で固定された部分に隣接する非固
定部分であってチューブ固定部材の影響により径が広げ*
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*られて薄肉になっている部分の周囲を可撓性のある補強
管材で囲んだことにより、非固定薄肉部分が処置具の通
過の繰り返し等によって変形、劣化せず、長期間にわた
って不具合なく使用することができる優れた耐久性を有
する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の処置具挿通チ
ャンネル接続部付近の側面断面図である。
【図２】本発明が採用された内視鏡の全体構成を示す側
面図である。
【図３】本発明の第２の実施例の内視鏡の処置具挿通チ
ャンネル接続部の部分側面断面図である。
【図４】従来の内視鏡の処置具挿通チャンネル接続部付
近の側面断面図である。
【符号の説明】
１  操作部
２  挿入部
３  処置具挿通チャンネル
４  処置具挿入口
５  処置具突出口
１１  処置具挿入口金
１２  分岐部材
１４  チャンネル接続パイプ
１５  接続テーパ管
１６  テーパ短筒
１７  螺合環
２０  補強管材
Ａ  固定部に隣接する非固定薄肉部分

【図３】
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